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本日の内容 

1. 会社概要と環境への取り組み 

2. 電子マニフェスト導入の目的と運用
について 

3. 店舗での運用 

4. 電子マニフェスト導入の効果 

5. 今後の課題 
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1.会社概要と環境への取り組み 
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ユニー株式会社 会社概要 
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ユニー株式会社は、2008年に総合小売業で唯一 

「エコ・ファースト」の約束を環境大臣と交わしました。 
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2.電子マニフェスト導入の目的と運用について 
 

  法令遵守の徹底と事務処理の効率化 

• 管理票の誤記・記入漏れを防止 

• マニフェスト紛失の心配がない。 

• 産業廃棄物の運搬終了、処分終了、最終処分終
了報告の状況をいつでもwebで確認できる。 

• 入力操作が簡単で、手間がかからない。 

• マニフェストの保存が不要。（5年保管） 

• 年に１回行政に提出する産業廃棄物管理票交付
等状況報告が不要。 
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電子マニフェストの運用 
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店舗 

産業廃棄物 
産業廃棄物 

委託業者 

ＪＷＮＥＴ 
日本産業廃棄物処理振興センター 

店舗 
電
子
メ
ー
ル 

ホームページから入力 

照
会
確
認 



電子マニフェスト導入スケジュール 
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•取引業者から店舗メールアドレスに送付される産業廃棄
物受渡票の情報をＪＷＮＥＴ（日本産業廃棄物処理振興
センター）のホームページから入力する。 

   

•ＪＷＮＥＴホームページで電子マニフェストの照会確認
を行い、産業廃棄物が処理されているか確認する。 

（電子マニフェスト処理確認チェック表を使用する。） 

 

 

 

 

3.店舗での運用 
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産業廃棄物受渡票 記入例 
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店舗から発生する産業廃棄物 
※店舗から発生する廃棄物は事業系一般廃棄物として処理 
市町村が処理できない廃棄物を産業廃棄物として処理 

•発泡スチロール 

•プラスチック（硬質） 

•プラスチックフィルム 

（食品汚れや、商品の梱包に使用したもの） 

•粗大ごみ・混合廃棄物 

•蛍光灯 

•汚泥 
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店舗での運用① 
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産業廃棄物情報は店舗ごとに入力  
※全店に加入者番号とパスワードを設定 
①加入者番号を入力 
②パスワードを入力 
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店舗での運用② 
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パターン選択を使用し入力のミスがない運用 
①パターン設定を選択（事前にすべて登録） 
②パターン設定の産業廃棄物の種類を選択 
③引渡し担当者を入力 
④排出事業場コードを入力 
⑤産業廃棄物の重量を入力 
 

1 2 

3 

4 
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店舗での運用③ 
産業廃棄物が適正に処理さ
れている 

産業廃棄物が適正に処理さ
れていない 
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毎月1回産業廃棄物が適正に処理されているか照
会確認を行う。 
収集運搬と、処分が45日、最終処分が90日経過
しても登録がないとエラーメッセージがでるた
め事前に、取引業者に連絡する仕組みで運用。 



4.電子マニフェスト導入の効果 

•法令遵守の徹底と事務処理の効率化 

•業者選定（一定の基準をクリア） 

•経費の削減 
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法令遵守の徹底と事務処理の効率化 

•マニフェスト紛失の心配がなくなる。 

•産業廃棄物の収集運搬、処分、最終処分
の期限切れの心配がなくなる。 

•紙マニフェストの保管場所が不要。 

•紙マニフェストの交付担当者のサイン時間が
不要。 

•産業廃棄物交付等状況報告書作成のための
集計時間が不要。 
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今後の課題 

•産業廃棄物情報の入力、修正、取り消しの遅
延対策 

•店舗での入力担当者の育成 

•法令遵守への意識向上 

•教育、社内監査の再徹底 
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